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１．はじめに

　林木ジーンバンク事業では、これまでに大学や

都道府県、民間企業等に試験・研究用として林木

遺伝資源をご提供してきました。

　遺伝資源の配布Ⅰ、Ⅱでは、林木ジーンバンク事

業の概要、林木遺伝資源の配布の仕組み等につい

てご案内してきましたが、今回のⅢでは、林木遺

伝資源の利用例についてご紹介いたします。

２．林木遺伝資源の利用例

　林木遺伝資源の配布は平成7年度から行ってきま

したが、育種に関する分野だけでなく、医薬品や

食品に関する分野など様々な産業分野に幅広く活

用されてきました。　

　林木育種センターでは、今後とも多様なニーズ

に対応出来るよう多様な樹種を適正に管理してい

くこととしています。

　ほんの一例ですが、近年の様々な研究に利用さ

れた実績を表－1に示します。

３．林木遺伝資源の配布数

　表－2はこれまでの配布実績を示しています。林

木遺伝資源の配布を開始してから、5年ごとの配布

件数は増加傾向にあります。

　このような利用の増加に対応出来るよう、より

一層の利用の推進を図るため、効率的な収集・保

存に取り組むとともに、配布に関しても、利用目

的に即した選定が容易となるようコアコレクショ

ン（遺伝資源全体を代表するような系統のセット）

等の体制整備に努めていくこととしています。

　今後も引き続き森林・林業やその他の科学技術

の発展に貢献できるよう、皆様からの試験・研究

用としてのご利用をお待ちしております。　

　詳しくは、独立行政法人森林総合研究所林木育

種センター遺伝資源部のHP

（http://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/iden/index.ht

ml）をご覧下さい。　　　　　　

（遺伝資源部　遺伝資源管理主幹　平井郁明）

１．はじめに

　西表熱帯林育種技術園は、沖縄本島から約

460km南西に離れた西表島の東部にあります。西

表島は北緯約23°に位置し、亜熱帯性の植物が野

山を覆い、河川下流に広大なマングローブ林が広

がっています。

　海外協力のための熱帯・亜熱帯性樹種を育て技

術開発を行うため、当園は平成８年に開設されま

した。園内には、本土で成育が難しいアカシア属

等の樹種が植栽され、毎年、国内外から研修生を

受入れています。ここでは、平成25年度の研修に

ついて紹介します。

２．研修内容

　平成25年度に受入れた研修は、表-1のとおりで、

JICA（国際協力機構）に関連する研修3件のほか、

農林水産省の海外派遣技術者の研修、インターン

シップ各1件です。

　JICA関連の研修は、テーマを決めて海外から参

加者を募集する集団研修と、育種センターで行っ

ているケニアプロジェクトの研修です。これらの

研修では、これまで実施してきたクローン増殖や

人工交配技術を紹介した後、網室内での育苗、植

栽木の成育状況等を説明しました（写真-1）。また、

2日間にわたる集団研修では、アカシア属のさし木

とつぎ木、ハイビスカスのとり木の実習を行いま

した。昨年もとり木を実施しており、ラベルに自

国名を見つけ、旺盛に発達した根に歓声を上げて

いる研修生もいました。

　農林水産省の海外派遣前研修では、直接亜熱帯

の樹種の育苗や成育状況を見ることが出来ること

から、当園を研修先のひとつに選定されたと考え

られます。この研修では、林木育種センターの海

外協力の実績、現状を紹介するとともに、見本林

等を案内しました。

　インターシップでは、日本大学の森林資源科学

科の学生2人を受け入れ、1週間の間に当園の役割、

業務を説明した後、試験地の調査や植付け、場内

管理等の作業を職員が一緒に行いました(写真-2)。

また、この機会に西表の自然を感じてもらうため

天然林を踏査しました。

３．おわりに

　短期間の研修でしたが、研修内容が研修生の今

後の業務に役立つとともに、当園への理解が深ま

ることを願っています。なお、この他に琉球大学

をはじめとする約200名以上の方が当園を訪れて

います。

（西表熱帯林育種技術園　板鼻直榮）

表 -1　平成 25 年度に受入れた研修

表－2　配布件数の推移

表－1　林木遺伝資源の利用例

写真 -1 網室でのテリハボク苗木の説明

写真 -2 苗木移動中のインターンシップ研修生

配 布 年 度

配 布 件 数

年間平均件数 22

75

H7～H11 H12～H16 H17～H21 H22～H24（3年間）

103 147 66

配 布 先

大　　学

都道府県

企 業 等

利　　　用　　　内　　　容

モミ属の精油の有効性に関する研究

針葉樹二次代謝物質の制御機構の解明
菌根菌との共生関係の成立による高二酸化炭素濃度条件下での樹木に与える
影響の解明
空間に存在するスギ花粉数測定法の開発

マツ属の種間の系統関係の解析

強感染性ショウロ菌株を基盤とした母樹感染法による感染苗木生産技術の開発
抵抗性クロマツの増殖に関する研究
地域品種精英樹と雄性不稔品種との交配による雄性不稔品種の育成と雄性不
稔遺伝子ヘテロ個体の探索
育林作業の低コスト化を目的としたマルチキャビティコンテナによる育苗試験
強度等の材質特性を若齢期に判定する手法の確立及び材質優良個体と材質、
成長、花粉生産量が少ない等に優れた精英樹間の交配により次世代の育種
素材の早期開発
樹木間の系統間差の葉の成分分析による解明
花粉を食害する害虫の防除方法に関する研究
未成熟種子による不定胚誘導条件及び遺伝子導入条件の解明
二酸化塩素が花粉のアレルゲンタンパク質に与える影響
花粉付着防止性能を有する加工薬剤の開発

シラベ、ウラジロモミ、アオモリ
トドマツ
タイワンアカマツ
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花　粉
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種　子

穂　木

穂　木
花　粉
種　子
花　粉
花　粉

樹　　　　　　種

林木遺伝資源は様々な分野に活用されています
―　遺伝資源の配布Ⅲ　－ 

西表熱帯林育種技術園への研修生受け入れ




